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議
員　

新
学
習
指
導
要
領
で
は

英
語
が
必
修
科
目
で
す
が
、
対

応
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

園
・
小
・
中
教
職
員

全
体
研
修
に
て
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
小
学
校
英
語
の
教

科
化
に
向
け
た
教
員
の
意
識
転

換
を
小
・
中
共
に
図
っ
て
い
き

ま
す
。

議
員　

２
０
２
０
年
か
ら
セ
ン

タ
ー
試
験
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、

義
務
教
育
の
う
ち
か
ら
対
策
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長　

公
教
育
は
、
大
学
入

試
の
た
め
の
基
礎
作
り
で
は
な

く
、
人
格
形
成
と
人
間
教
育
と

捉
え
て
い
ま
す
。
志
を
持
っ
て

夢
を
実
現
さ
せ
て
い
く
力
、
他

者
と
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
を

創
っ
て
い
く
力
が
、
本
来
の
育

成
す
べ
き
力
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

議
員　

中
学
校
給
食
の
導
入
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

教
育
長　

給
食
提
供
の
た
め
に
、

必
要
と
な
る
配
膳
室
設
置
等
の

経
費
を
算
出
し
て
お
り
、
実
施

に
つ
い
て
は
総
合
的
な
観
点
か

ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

朝
日
町
で
は
目
録
を
作

成
し
て
い
な
い
公
文
書
は
あ
り

ま
す
か
。

町
長　

目
録
を
作
成
し
て
い
な

い
公
文
書
は
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

議
員　

公
文
書
の
保
存
と
廃
棄

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
基
準
が

あ
り
、
年
限
に
よ
り
廃
棄
と
さ

れ
る
文
書
で
も
、
書
庫
等
の
整

理
の
段
階
で
担
当
職
員
が
必
要

と
し
て
保
存
す
る
か
否
か
委
ね

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

保
存
年
限
を
経
過
し
た

公
文
書
の
保
存
や
廃
棄
は
、
担

当
職
員
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
は
な
く
、
適
切
に
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

議
員　

今
後
、
公
文
書
を
よ
り

長
期
的
に
保
存
す
る
方
向
で
、

規
定
の
変
更
や
、
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

町
長　

保
管
場
所
に
つ
い
て
は

狭
あ
い
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
り
、
新
た
な
保
管

場
所
の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て

池田　耕治 議員

宮本　秀治 議員

原稿は質問者が提出し、編集は
広報特別委員会で行っています。

６月定例会では５人の議員が
一般質問を行いました。

新
学
習
指
導
要
領
対
応
の
た
め
の
工
夫
は

答 

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

　
　
　
　
　
意
識
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す

一般質問と回答

変化する時代へ向けた教育対策

スペースを確保する考えは
答 新たな保管場所の検討が
　 　　　　　  必要と考えます

考えはいかに！
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学校教育について

道徳教育が教科化された理由は
答 これまでの成果が見えてこない反省があるものと考えます

保険料は現行に比べ高くなりますか
答 高くなる可能性はありますが
　　　　 　　　適正な保険料を目指します

野呂　徹 議員

議
員　

道
徳
教
育
が
教
科
化
に

な
っ
た
理
由
を
説
明
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
や
、
子
ど
も
同
士

の
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
子
ど
も
の
生
命

等
に
関
わ
る
重
大
な
事
案
が
後

を
絶
た
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
道
徳
教
育
の
成
果
が
見
え
て

こ
な
い
と
い
う
反
省
に
起
因
す

る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

議
員　

小
学
校
３
年
生
は
社
会

や
理
科
が
入
り
、
負
担
が
重
く

な
る
学
年
と
聞
い
て
い
ま
す
。

英
語
教
育
は
、
子
ど
も
と
教
師

に
負
担
が
増
す
だ
け
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

教
育
長　

負
担
が
少
な
く
効
果

が
上
が
る
方
法
を
検
討
委
員
会

で
討
議
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

就
学
援
助
施
策
に
お
け

る
入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給

が
、
文
科
省
通
知
で
新
小
学
１

年
生
を
含
め
て
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
現
状
と
今
後
の
見
通
し

を
説
明
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

新
中
学
１
年
生
は
、

平
成
30
年
３
月
に
支
給
で
き
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。
新
小
学
１

年
生
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
支

給
開
始
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

議
員　

保
険
料
の
試
算
結
果
が

２
回
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

受
け
と
め
て
い
ま
す
か
。

町
長　

平
成
27
年
度
と
比
較
し
、

県
内
23
市
町
が
保
険
料
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。
試
算
段
階
の
数

値
で
あ
り
、
大
き
く
変
動
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

県
の
事
業
費
納
付
金
は
、

所
得
水
準
、
被
保
険
者
数
、
医

療
水
準
に
応
じ
て
按
分
さ
れ
た

金
額
で
す
か
。

町
長　

３
つ
の
要
件
に
加
え
、

世
帯
数
に
応
じ
て
按
分
さ
れ
た

金
額
で
す
。

議
員　

医
療
水
準
、
所
得
水
準

が
加
味
さ
れ
、
一
人
当
た
り
の

保
険
料
は
、
現
行
に
比
べ
て
高

く
な
り
ま
す
か
。

町
長　

繰
越
金
や
基
金
を
使
っ

て
保
険
料
を
下
げ
て
い
る
こ
と

が
加
味
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
所

得
水
準
が
高
い
こ
と
を
考
え
る

と
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

議
員　

払
え
る
保
険
料
で
あ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

町
長　

保
険
料
が
高
く
な
る
状

況
に
な
れ
ば
、
繰
越
金
・
基
金

を
使
う
な
ど
、
適
正
な
保
険
料

を
目
指
し
、
保
険
料
率
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

国
保
都
道
府
県
化
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
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ＣＯ2
削
減
目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
組
み
状
況
は

答 

排
出
量
と
削
減
目
標
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す

新
庁
舎
建
設
事
業
の
現
況
と
今
後
の
取
組
み
は

答 

今
年
度
よ
り
検
討
委
員
会
に
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す

地球温暖化対策の取組みについて 新庁舎建設事業について

議
員　

「
国
際
都
市
間
協
力
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
中
部
６
市
村

が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
参
加

を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

町
長　

現
在
、
参
加
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
自
治
体
間
の
連

携
は
効
果
的
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

議
員　

ＣＯ2
３
．
０
５
％
の
削
減

目
標
に
向
け
て
の
取
組
み
状
況

は
。

町
長　

平
成
28
年
度
末
で
、
１

１
．
４
％
増
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
小
中
学
校
へ
の
空
調
設

備
が
導
入
さ
れ
る
等
、
更
な
る

電
気
使
用
料
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
基
準
と
な
る
排
出

量
と
削
減
目
標
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

ＣＯ2
削
減
率
を
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
の
導
入

補
助
金
制
度
を
検
討
し
ま
せ
ん

か
。

町
長　

県
内
10
市
町
に
て
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
に
対
す

る
補
助
金
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
当
町
で
は
太
陽
光
発

電
補
助
金
は
必
要
と
捉
え
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
等
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
お

け
る
現
在
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

平
成
24
年
度
か
ら
毎
年

１
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て
て

お
り
、
平
成
28
年
度
末
の
基
金

残
高
は
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
庁
内
で
「
朝
日
町
新
庁

舎
建
設
庁
内
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
本
年
度
よ
り
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

議
員　

庁
舎
建
設
基
金
の
残
高

を
踏
ま
え
、
今
後
の
建
設
計
画

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

基
金
の
積
み
立
て
や
各

種
の
政
策
的
な
事
業
な
ど
に
必

要
な
財
源
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
適
切
な
時
期
に
示
し
て
い

き
ま
す
。

清　将人 議員
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介
護
認
定
者
に
対
す
る

　
　
　
紙
お
む
つ
の
給
付
に
つ
い
て

埋縄地区にある町営住宅の隣接地の利用について

有料老人ホーム入居者への
　　　　　　紙おむつ支給は

答 在宅と捉えていないため支給対象外です

議
員
　
高
齢
者
へ
の
紙
お
む
つ

給
付
は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
ま
す
が
朝
日
町
の
給
付
状

況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長
　
朝
日
町
で
は
、
平
成
27

年
以
前
か
ら
、
65
歳
以
上
の
在

宅
で
常
に
お
む
つ
が
必
要
な
方

に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

証
明
に
よ
り
、
紙
お
む
つ
を
現

物
支
給
し
て
い
ま
す
。
近
隣
市

町
に
比
べ
、
１
か
月
の
支
給
限

度
額
も
高
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
一
人
あ
た
り
の
平
均
利

用
金
額
は
。

町
長
　
平
成
27
年
度
に
常
時
給

付
を
受
け
て
い
る
人
は
60
名
、

年
間
約
５
万
円
で
す
。

議
員
　
介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
お
む
つ

代
は
利
用
料
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
ど
の

よ
う
な
見
解
で
す
か
。

町
長
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
の
お
む
つ
代

は
支
給
対
象
外
に
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居

者
へ
支
給
し
な
い
理
由
は
。

町
長
　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢

者
等
の
見
守
り
を
含
め
た
支
援

を
目
的
と
し
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
は
在
宅
と
捉
え
て
い
な
い
た

め
で
す
。

岡　順三 議員

今
後
の
空
き
地
利
用
の
計
画
は

答
公
園
と
し
て
の
利
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

議
員
　
町
営
住
宅
隣
接
地
の
空

き
地
に
町
営
住
宅
の
増
設
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　
近
年
の
入
居
状
況
か
ら
、

現
段
階
で
は
増
設
計
画
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
地
域
住
民
の
方
か
ら
子

ど
も
が
遊
ぶ
公
園
に
す
れ
ば
草

刈
な
ど
の
経
費
も
不
要
に
な
る

等
の
声
も
聞
き
ま
す
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
空
き
地
を
利
用
し

て
い
く
の
か
計
画
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

町
長
　
空
き
地
は
、
入
居
者
の

駐
車
場
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
利
用
を
行
っ
て
お
り
、
公

園
と
し
て
の
利
用
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
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６月定例会より

７
月
22
日
（
土
）

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
開
催

災
害
現
場

　

  

復
旧
工
事
終
わ
る

町
長
の
行
政
報
告

町
長
の
行
政
報
告

　

１
月
か
ら
着
手
し
て
い
た
白

梅
法
面
の
災
害
復
旧
工
事
は
、

５
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
場
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
つ
つ
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
に
よ
る
地
質
調
査
の
解
析
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
７
月
22
日
（
土
）
に

実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
が

町
民
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
町
の
運
動
に

　
　

     

２
１
０
０
人
参
加

　

５
月
28
日
に
、
ク
リ
ー
ン
な

町
を
目
指
し
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
約
２
１
０

０
人
の
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

町
民
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

　
　

間
も
な
く
開
園

　

町
民
の
交
流
や
憩
い
の
場
と

し
て
の
活
用
を
目
的
と
し
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
教
育
文
化

施
設
隣
接
地
の
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
は
間
も
な
く
開
園
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　平成29年第２回定例会は６月２日に開会し、
人事案件２件、条例改正２件、補正予算３件
などが提案され、すべて同意、可決し、６月
12日に閉会しました。

▲復旧工事が完了した白梅法面
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平成28年度　各会計決算見込み

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

墓 地 公 園 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計
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◆農業委員会委員の任命に同意

▲更新するスポーツ施設自動点灯盤

歳入の主な内容

歳出の主な内容

○国庫補助金　　社会資本整備総合交付金

　　　　　　　　学校施設環境改善交付金

○繰越金　　　　　　　　　　　　　　

○職員健康診断補助金

○プログラム修正（保育料システム改修）

○人材派遣業務

○公共下水道事業特別会計繰出金

○消防団員退職報償金

○防火水槽修繕工事

○町民スポーツ施設照明自動点灯盤工事

△960万円

969万円

726万円

14万円

32万円

497万円

△57万円

21万円

13万円

65万円

町民スポーツ施設照明自動点灯盤工事など
742万円を追加

総額37億9242万円

７月19日の任期満了に伴い、11人の委員の任命に同意しました。

山上良彦 氏、山下三千夫 氏、山本正人 氏、後藤菊夫 氏、林　克幸 氏、佐藤賢二 氏、
水谷充伸 氏、柿澤喜光 氏、栗田佳代子 氏、飯田德昭 氏、水谷和好 氏   （順不同）

４２億６０００万円

７億９４１０万円

５億８８４０万円

５１０万円

１億１２５０万円

５億６１００万円

収益的支出　　　　
２億３３２０万円

資本的支出　　　　
１億４３００万円

４４億６４００万円

８億４６２０万円

６億２７５０万円

８８０万円

１億１８７０万円

５億７４３０万円

収益的収入　　　　
２億６５９０万円

資本的収入　　　　
４７６０万円

平成29年度　一般会計補正予算



　

１
６
７
号
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

今
回
は
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
年
４
回
の
定
例
会
に

お
い
て
、
議
員
が
町
の
一
般
事
務
の

執
行
状
況
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
質
問
方
法
は
、
効

率
的
な
議
会
運
営
を
目
的
に
、
質
問

す
る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
質

問
の
趣
旨
な
ど
を
知
ら
せ
て
お
き
、

議
員
は
そ
の
内
容
に
そ
っ
て
質
問
し

ま
す
。

　

議
会
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
ま

た
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
の
審
議
の

様
子
や
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
町
内
各

戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
町
議
会
の

活
動
を
ぜ
ひ
、
身
近
に
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
梅
雨
明
け

と
と
も
に
、
暑
さ
が
本
格
化
し
ま
す

の
で
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う

お
気
を
つ
け
下
さ
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

池
田
耕
治
（
記
）

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
清
　
将
人

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
池
田
耕
治

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
水
谷
保
之

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
星
野
嘉
寛

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
飯
田
德
昭
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議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
平成29年　第３回定例会の予定

チェックするのは
あなたです。

本会議は30人、委員会は
10人まで傍聴できます。

９月１日

９月４日

９月６日

９月11日

本会議

委員会

委員会

本会議

９：00

９：00

９：00

９：00

月　日 曜日 開会
時間 区 分 摘　　　　　　要

行政報告・一般質問・
提案説明・質疑

総務建設常任委員会

民生教育常任委員会

委員長報告・質疑・討論
・採決

　南海トラフ、東南海地震に備えて
町の防災対策について協議します。

・現状の町の防災対策　他

防 災 対 策
特 別 委 員 会
を開催します

８月23日（水）
午前９時～日時

内容

金

月

水

月
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